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計算機制御におけるデータ伝送
The Data Transmissionin Computer ControISYStem

Computer co=trOltech=iques have shown a phe=Omenalp｢og｢ess oflate′a=d

computersvstemshave becomeincreas■=glvla｢gescaled･Thevcoversob｢oada｢ea

thatthe function ofd∂1atransm了ssionhascometoassumema+0rPrOPOrtions.Data

tr∂nSmissionsvstemsusedjnacomputercontroIsvstemcanbeclassifiedintoadata

transmission svstem used ma州vfordatap｢ocessinaplantandadatat｢ansmission

system co==eCtl=gdistrib=ted10Catimstohandlema=ageme=tinfo｢m∂tio=･Andi=

P叫Culari=theformertvpeis noticed theabove-mentioned trend･Thisa｢1icIe

describesgener∂,trendsofdatalransmissionsvstemsfo｢computercont｢oIsystem

use′COnSider∂tions to be taken whenintroducing newcompute｢conl｢OIsvstems′

andthecharacteristicsof∂datatr∂nSmissionsvstemforH托achiHIDIC.

l】 緒 言

計算制御技術の発達に仰い,その適用システムも,当初の

′ト規椴,ロ【カルなシステムから,最近の大規模,広域化シ

ステムへと進み,遠隔端末の制御､計算機間の情報交換機能

など,計算機とデータ伝送技術の結合は,いまや計算制御シ

ステムにとって必要なものとなりつつある｡計算制御システ

ムにおけるデータ伝送の形態は,大別すると,より直接的な

制御デ【タを転送する帖内システムにおけるデータ伝送と,

管理的なデータの転送を行なうデ耶夕通信とに分類できる｡

後者は伝送される情報員が比較的少なく,また伝送距離も良

いため,通常,電話品質回線を用い,計算機とは通信制子卸装

置で接続されるのが普通であるが,前者は,回線コストから

のr別約を受けることが後者より少なく,適用するシステムの

要求に応じた特色ある伝送形態がとられることが多い｡本稿

では,これら制御用データ伝送システムについて概説すると

ともに,日立HIDICシリーズにおける代表的なデータ伝送装

置について説明する｡

囚 制御用計算機の分野におけるデータ伝送

利子卸用計算機の分野におけるデータ伝送の二Ⅵズは当初,

散在する検出∴‡や操作端表示器などに対する配線コストが,

システムの大形化,Jム域化に伴って急激に増大することに対

する対策として生まれた｡図1は,このような意味から計算

f別御システムにおけるデータ伝送の発展f貨帽･を図示したもの

で,(a)はデータ伝送を用いない計算制御システムの端本形,

(b)はパラレル･バス方式によるリモ【トPI/0(プロセス入出

力装置)の考え方,(C)および図2はさらに進んで場内に散在す

る構成機器間を共通のシリアル転送データバスで接続するフ

リーウェイ方式データ伝送を示すものである｡特に(C)の方式

は,従来,プロセス制御で大きな問題とされていた工事費節

減に有効な手段で,図1(a)および(b)に示すような,プロセス

の検出さ瑞と計算機室に設置されたPI/0間の並列配線を廃し,

図1(C)に示すように,検出端の近くに小規模のPI/0を分散配

置し,その間を同軸線による共通シリアル転送バスで結合し

て,回線を時分割使用できるようにしたものである｡この方

対
象
プ
ロ

セ

スB

対
象

プ
ロ

セ

スB

8

対
象
プ
ロ
セ
ス

対

象
プ
ロ

セ
スA

大沢 晃* 舶iγα ∂5α紺α

伏見仁志* 肋の5ん吉 凡5ん吉mi

猪瀬文之** 凡mノダ址んiJ伽Se

山田新一*** 5んi氾∫cん言 yα〝氾de

哲
(a)直接並列配線方式

対

象
プ
ロ

セ

スA

パラレル

インタフェース

(b)パラレルバス方式

シリアル

インタフェース

(c)データフリーウェイシステム

図l 構内制御システムの形態 (a)直接並列配線方式,(b)パラレル･

バス方式,(C)データ フリーウェイ システム｡

Fig.1Compute｢Cont｢oISystem Examples

*

日立製作所人みか工場
**

日立製作所中央研究I市工学博_卜
***

口立製作所□立研究I叶

93



対

象
プ
ロ

セ

スA

対

考
フ

ロ

セ

スB

対

象
プ
ロ

セ

スC

シリアルインタフェース

ll
対象プロセス

D

注二 ST=ステーション

CPU=中央処理装置
Pl･′0一ニプロセス入出力装置

RPレ0=リモート形

プロセス入出力装置
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T/W=タイプライタ

図2 データフリーウェイシステムの適用例

Fig･2 Applicatio=Of Data-Freeway System
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図3 情報転送方式 情報の起動転送方式には2種類がある｡

が可能なMultiActive方式とLている｡

Fig･3 Data T｢a=Smissjo=System Config=ratio=
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式では,共通バス_Lの情報転送の交通整理(時分割シリアル

回線処理)を行なうためのステーション(以下,STと略す)

が必要となる｡

十踊ま転送ノノ式には,図3(a)およぴ(b)に示すように,中心と

なる親STと複数のST間でのみ転送可能な方法(シングルア

クティア方式)と,任意のST間で相克転送が可能な方法(マ

ルチアクティブ方式)とがあるが,機能的には前者は後者に

包含される｡図1(b)のパラレル･バス方式(16ビット並列)

の簡単な一一例としては,HIDICシリーズPI/0で用意されたバ

スDI,バスDOがあり(1),またこれを同軸線にして高速化し,

シリアル伝送方J℃を採用したものにシングルアクティブ方式

口+ンニデータハイウエイ(2),マルチアクティブ方式目立データフ

リー-ウェイ(3)がある｡

次にシステムのトータル化がさらに進み,一つの工場内だ

けにとどまらず,本汁と遠隔地にある工場を伝送回線で結ん

で総†州勺な統爪管理を行なうような場fナには,図4に示すよ

うに工場側のローカルコンピュータと本社の大形中央コンビ

ューータとを電話1口J線で接紙したハイアラキイ満成がとられるよ

うになる｡二の場九 ロ【カルコンピュータでは南接的で煩

雑な卜仰のデータ処理を行ない,中央コンピュータとの過信

では,よりマクロな管理データのイ去送のみを行なうようにな

る｡二のような電話仙】ほ泉によるデーータ仁く送には,世界的に統

‾▲された規桁1CCITT(国際電イ言電話諮目許委員会)勧告;

にノー!壬づいた池イ∴‾方∫〔が用いられるので,異なる機椰(制御用

.汁一糾筏と■卜荷札汁算慌など)や,異なるメーカ”のコンピュ

ータ,あるし､は端末間の結√ナが比較的寄与い二行なえる利点が
ある日 fトン満Ij御川計与鞘覧HIDICシリーズには,この純の臼的

に仲川されるj嘘イ.子制御装i才主として,多数回線開通イ1i制御装讃

CLC-Mと.単一･k!]緑川旭イi吉村l御】装;左CLC-Sが用意されてい

る〔-,

▲ノノ‾,■汁与川1御システムの人規校化に†--ト〕て,†‾i減作や,

処J判-′川=1グ)=的から,枚数のコンビュ【タを結でナして,デ

ュアル,デュプレックスなどのシステム十括成がとられるよう

な域†㌣が多くなってきている｡このための糸l与で十川としては,

乍州1離ではあるが高速の.汁尉幾閉りンケージ装眉が必要とさ

れる HIDICシリーズにおけるこの仰のリンケージ裳掛二は,

/
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エ場

注:M=モデム

CJC-S=単一回線用通信制御装置

CLC-M=多重回線用通信制御装置

DX=データ交換装置
CDT=サイクリックディジタル

電話回線

支店

支店

本社(センター)

電話品質同席

テレメータ エ場

図4 場外伝送システムの例 場外システムでは,情報の伝送量が比較的少ないこと･速度を要せぬこ

とから,電話品質回線を使用Lた通信制御装置が用いられる｡

Fig.4 Data Communication System

計算機閉りンケ∽ジ制御装置CLC-Pがある｡

その他,発変電所や上卜水道のように制御対象が遠隔地に

ある場合には,従来からコンピュータを川いなし､スーパー･テ

レメータのような遠方監視制御装置が多くイ如っれ,1左前回線

またはそれに準ずる専用回線によるデータ伝送を行なってい

たが,システムの人規模化に伴い,制御用計算機と結†ナLて,

より効率的,経済的な制御を行なう必要が/卜じてきた｡日立

HIDICシリーーズにほ,このような口的でスーパ･テレメータ

装置と幼時川勺に結アナする装置として,DXI/0を侶意Lてい

る｡

6】データ伝送システム導入時の検討事項

一一般にユーザ【が,デMタ伝送システムを導入するにあ

たって検討すべき事項は,次のような点であると考えられ

る｡

3.1距離･速度･価格

デmタ伝送システムの価桁は,人別Lて送′受信装置の価格

と伝送回線の価格に分けることができる｡装置の価格は送一三

信方式に関係し,-･般的にはシリアルプJ式のほうが1口柑各が役

雉でパラレル方プ(よりも高価になる｡また,伝送速度の速い

電言舌回線

専用1ペア

世
ケーブル

澄
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ペア多心
ケーブル

シリアル(長距離)

シリアル(短距離)

シリアル(数キロメートル)
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図5 回線種と回線速度の関係 一般的には近距離になって,回線コ

ストが重要な問題とならない範囲で各種の回線が用いられる｡

Fi9.5 Relations between Line and Tra=Smission Speed

＼

ものほど満価になることも 一般的な傾向といえるしJ･方,山

根の価格は伝送拒絶に比例するので,上主旨巨維†∠J去を行なう暢

でナには,自然,安価な電話回線またはそれに準ずるものを仕=一子

するが,構内手引空の距維の場√ナには,j封空を_耶妃Lた-),装

道･の佃桁とのバランスを考療Lて｢‾可車由線やパラレルケーブル

を位相L7こ-卜する｡図5および図6は-･般的な付紳Jを参そと

LてホLたものである｡

3.2 システム構成のフレキシビリティ(増設,拡張性)

･般にユーーサーにとって当初から将水のたオ=二,人きな岬

設余裕をとることは不都子ナであるたれ システムの肌設,拡

張件が非常に塵要な問題となってくる｡システムの+糀馴､f,

新Lい制御点が谷島に追加できること,既設システムにムき

なダウン時附を与えないことなどが屯安な検討ホ項と考‾え⊥'ノ

れるrっ

3.3 ソフトウェア

チータ仁ミ送システムの処理手順は,†云送回線にのるノイズ,

脚線の切断グ)叶百㌢件に対処するため,ハrドゥェア的にもソ

フトウェア的にもその処f里は･1粒にはネ史維となる｡したがっ

て,二の授推さからユーザ【を解放し,効率的,かつ柔軟件

のあるオペレ】ティングシステムの完備が‾屯要な一変件となる.-､

価格

伝送装置

の価格

直接並列配線方式

パラレル伝送方式

シリアル伝送方式

距離

図6 伝送方式による距離と価格の関係 シリアル伝送方式は,装

置価格は他と比較して高価であるが.伝送距離が長くなるほど有利となる｡

Fig･6 Relatio=S betwee=Cost a=d T｢a=Smission Distance
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3.4 信頼.性および保守性

データ伝送を含むシステムは,一般的にはかなり大きなシ

ステムになることが多いため,一部の故障で全系がダウンす

ることは絶対に避ける必要がある｡信頼性に対する考慮はメ

ーカー側で各種の対策を行なっているのが普通であるが,特

に高信頼性を要する場†ナは,バックアップシステムが組める

配慮がなされているか否かの検討が重要であろう｡

【l 川DICシリーズデータ伝送装置

4.1 日立データフリーウェイ装置

図2は,日立データフリーウェイの一構成例を示しており,

場内に分散する各STを,1本の同軸線(フリーウェイ)で,

ループニ状に結合して情報転送を行なうもので,システム的に

みて次のような特長がある｡

(a)システムが広域化するほど,工事費節i成の効果が期待

できる(経済性)｡

(b)将来の増設が容易であI),拡張性がある｡

(C)さらにマルチアクティブ方式を手采用してシステムの中

に複数のCPUを結合することができることから､バックア

ップシステム(二重系など)が構成できる｡

(d)マルチコンピュータネットワークが構成できる｡

フリーウェイシステムの規模は,1STに‥接続可能な機器=の

台数を最大8台までとし,また大規模システムへの拡張を考

慮して,1ループあたり最大16台のSTが横糸売できるようにし

ている｡システムの要求に応じ,1台の計算機に複数ループ

の接続も可能であl),HIDICシリーズCPUのオペレーティ ン

グシステムでは,1台の計算機で最大256台の機器を管理でき

る｡接続可能な機器は,HIDICシリーズCPUを始め､PI/0,

タイプライタのような低速機器,CRT,カードパンチャのよ

うな高速機器の接続も可能である｡また,必要に応じて他メ

ーカーのCPU,端末機器の接系売も考えている｡ソフトウェア

に関Lては,ニれら多数の機器を効率的に管理するため,フ

リーウェイ専用のプログラムがモジュール化されてシステム

プログラムに組み込まれており(2),ユーザーがフリーウェイを

意識することなく多数の遠隔設置端末を制御できるようにし
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ている｡

ハードウエアの特長としては,場内のプロセス制御を主眼

とすることから,特に信哀別生について次のような考慮を払っ

ている｡

(1)故障の局所化

回線全体の管理(時分割管理など)を,1台の共通ハード

ウェアに任せると,その部分の故障がそのままシステムの故

障につながる場合が多い｡このため,DFWでは,回線処享里に

必要な機能は,個々のSTに独立して持たせた｡さらに,各ST

は,図7に示すようにバイパス回路を設け,故障したSTが

みずから回線処理からおり,他のST間の情報交換を乱さない

よう故障の局所化を図っている｡

(2)ノイズ対策

ノイズ対策としては次の3項目を基本思想としてし､る｡

(a)まず,ノイズの子昆入しにくし､伝送形態をとること｡

(b)万一,ノイズが音昆入しエラーが発生しても,確実に検

出し,誤り制御が可能なこと｡

(C)誤り制御がソフトウェアに負担をかけないこと｡

このため,(a)に対しては,ノイズが混入しにく く,しかも

高速データ伝送に適した同軸線を採用し,さらに回線とST

との結合部はトランス･カップルとして耐ノイズ性と耐圧性

の向_Lを図っている｡また,回線中の信号は,長距離伝送に

よる減衰と位不‖ひずみに強い位相変調(PM)による搬送方式

を採用している｡(b)に対しては,ノイズの混入場所により,

データが誤る場合と,同期ずれの生ずる二つの場合が考え

られるため,全データについて8ビットごとにパリティを付

加するとともに,バースト誤り,同期ずれに効果のある反転

二連送方式を採用している｡この効果については,計算上で

は,通常の使用率では10年に1回以下の誤動作で実用上問題

はなし､という結果がでている(3)｡(C)につし､ては,万一エラーが

発生したときには,ハードウェアで自動再送を行なうことに

より,ソフトウェアの煩雑さを避けている｡

本装置は単純なプロセス制御,試験設備などから,場内MIS

システムのような生産管理,工程管理,在庫管理などのトー

タルオンラインシステム(マルチコンピュータシステム)ま

[故障時バイパス回路

こ
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図7 DFWステーションのブロック図

点とLた設計になっている｡

Fjg.7 B10Ck Djag｢am of DFW Station
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表l データフリーウェイ概略仕様 日立データフリーウェイは,誤

り制御の充実,ソフトウェア完備による使いやすさ,接続機器の豊富なこと,

など多くの特徴を有する｡

TablelSpecification of Data F｢eeway

項 目 仕 称

フ リ
ー ウ ェ イ 同軸ケーブルl本

信 号 伝 送 速 度 100kピット/s

規 模 maxx16ST/ループ,8デバイス/ST

ステーショ ン間距離 2km

誤 り 制 御 パリティ＋反転2連送

フ レ ー ム 構 成 固定長/可変長(オプション)

データフォーマット
アドレス､データ､コマンド､相手機器

情報(同一フレーム内で送出)

システムソフトウェア
接続機器(max256台)の同時処理エラー

処理を行なう｡

接 続 機 器 例
リモートPl/0､カラーCRT､C/P､

T/W､CPUなど

周 囲 条 件 温度0～500c､湿度10～9(】%

で,広く適用可能である｡表1はデ肝タフリーウェイの概略

仕様を示すものである｡

4.2 日立データハイウェイ装置(5)(6)

本システムは,シングルアクティブのシステムであり,中

央管理室に計算機と中央ステーションがあり,現場におかれ

たローカルステⅥションとの間でデータ交換を行なう｡図7

はシステムの構成を示すものである｡ローカルステーション

には､複数のプロセスポイント(情報発生点および情報受信

点の総称)が集約される｡さらにプロセスポイント側から計

算機に対する割込信号も多重化して伝送される｡

プロセスポイントと計算機との過信においては,1語のラ

ンダム転送が多いこと,割込みがあること,信号数が非常に

多いこと,リアルタイム性の要求が強いこと,低レベル信号

や高精度アナログ信号などを含むことなどデータ通信とは異

なった状況がある｡データハイウエイシステムは,二れらの

要求を満たすよう考慮したものであi),計算機インタフェー

スの合理化,移動,変更などに対する融通性,システムの拡

中央管理室

コントロール
ステーション

CPリ ー-

コンソーノレ

計器盤

÷○

張性の増大および配線コストの低減や融通性,拡張件と介わ

せて全体システムとLての経済惟などの持氏を有する｡

ハイウェイは,アドレスライン,デMタラインの2本の】司

軸ケーブルから成り,100kビット/s以_1二の高速デ】タ†云送が

できる｡ローカルステーションには,マルチプレクサ,デマ

ルナプレクサ,A/D,D/A変換､レベル変授回路や過†‾.一淵j御

を行なう制御IH】路が含まれる｡)応用分野は,プロセス制札

自動検査,.試験システム,尊望造二Ⅰ二場の自動化システムなど,

構内規模のオンラインシステムにJムく適用可能である｡

以下は,本システムの自動式儀装置への失用例を示すもの

である｡

ハイウェイ:同軸ケーブル(5DBE)2本

信号伝送速度:100kビット/s

伝送距離:2kTn

言吾 長:16ビット

アクセスタイム:340/ノS

最大ステ叩ション数:162

有効アドレス数:256/ステMション

割込み:16要因

計算傑:HIDIClOO(16k語)

ロ【カルステーション:アナログ人力=102点

ディジタル入力=128∴‡

ディジタル出力=48点

パルス出力=12点

ヰ.3 通信制御装置

日本電信電話公社の回線の自由化に伴い,通信制御装置に

対する需要は,今後ますます増加することが予想される｡制

御用計算機の分野においても生産管理,工程管理,在庫管理

などを臼的に,多数の現場設置端末と中央計算機を結介して,

オンラインで会話を進めて行く要求が増加してきており,二

のために,効率的な回線制御を行なう多重通信制御装置が欠

かせないものとなっている｡･一般にこのような通信システム

の規模は,小は数回線から,大は100回線以上に至るまで椎々

あり､さらに接続する端末の種類も機種,メーカーごとに多

種多様である｡Lたがって,多重通信制御装置に要求される

最も重安な機能としては,次の点が考えられる｡

(a)少数回線から,多数回線まで経済的に拡張可能なこと

プロセス現場

ハイウェイ

一カルステーシ

ン/偲
熱

70ロセスポイント

図8 データ･ハイウェイ システムの構成 中央管理室に設置したCPUにより,共通母線(データ･

ハイウェイ)に接続Lた多数のプロセスポイントの時分割制御を行なっている｡

Fjg.8 Co=fig=ratio=Of Data Highway System

注:ST=ステーション

CPU=中央処理装置
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通信専用プロセッサ
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コ
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ソ
ー
ル

コ
ン
ソ
ー
ル
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S

♯〝

しBLB

与～♯7げ15～
最大16回線

LBC 兼1 コ

ン

M S フ
ル

LBL8

手酌8～2うタ～
士24～31

最大16回線

ト｢

三 LBC士7

T M s

ノレ

コ

ン

ソ

l

ノレ

LB Lt〕

土112～119

〉げ～一子
最大16回線

‥這

｢回線制御部.←アダプタ部+

LBC二回線制御部
L B=回線アダプタ部

M =マスタユニット
S =スレーブユニット

図9 CLC-Mブロック図 増設の容易さ,拡張性を考慮Lて8回線単位に増設できる｡

Fi9.9 B10Ck Djagram of CJC-M

(拡先㌢性)｡

(b)低速から高速まで広範囲の端末を経済的にサボ【ト叶

能なこと(処J理性)｡

(C)自社製品にかぎらず,他社の機器も接続可能なこと(汎

相性)｡

(d)各回線の保守が谷場にできること(保守性)｡

HIDICシリーズ多重通信制御装置には以上の一軒二主眼をお

いて開発された,HIDIC7410形通信制御装置(CLC-M)が

ある｡本装置は,制御梢計算機HIDIC700に接続されるフロ

ントエンドタイプの過イ言専用プロセッサであるが,制御用計

算機HIDIC350を処王里装置とLて用いているので､HIDIC350

システムにおいても,多重通信制御装置とLて使用される｡

処理の分抑については,各社の端末,計算機を接続できる

こと,将来統一･されるであろう通信制御手順をサボ【トでき

ることなどを考慮Lて,適イ言制御下順の処理はソフトウェア

処理とすることで汎用作を持たせてし-る｡また,高速性が要

求される回線の選択機構および速度,ビット構成,何期方式

など比較的簡単な回路で端末ごとの特異性を吸収できる部分

をハードウェアに分担させ,処f利生,汎作㍗性および経済性を

持たせている｡HIDIC350を過信専用プロセッサとLて佐用

する場合の故大回線処理能力は,1,200ビット/秒換算で40担Ⅰ

線､接続可能な端末数は最大1281回線まで拡張できる｡図9は

本装置のハードウェア構成図をホすものである｡図の回線制

御部(LBC)は,16回線単位に回線の優先制御を行なう部分

で,通信制御プロセッサの専用トランクに接続され,カスケ

ード接続により最大8台まで拡張可能である｡さらに,1台

の回線制御部は,8回線単位のユニットに分割できる｡

重た,1台の回線制御部は,8回線単位のユニットに分割

して,HIDICシリーズの標準CUBに実装でき,電源も他の装

置と共用可能である｡各ユニットには,回線ごとの主要信号

のチェック,あるいはローカル状態で回線制御部の優先制御

機能をチェックできるメインテナンスコンソールを付加して

いるので,保守,調整､あるいは回線障害時のエラー原因の

分離が容易に行なえる｡アダプタ部は,先に述べた回線ごと

の特異性を吸収する部分で,通イ言速度,ビット氏,過イ言コー
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ドなどのパラメ【タの相違は,スイ､ソナで簡単に切り換えら

れるようにLて,アダプタの種類を減らしている｡また,1

回線ごとにアダプタをそう入することにより,容易に回線の

増設ができる｡

4.4 高速データ伝送装置(CJC-P)

HIDIC7320形リンケージ装置は図10に示すように2台の計

算機を1対1に結合し,16ビットパラレルにデータを高速伝

送する装置で,HIDICシリ【ズまたはHITACシリーズの計

算機に接続される｡その構成は,計算機問の距離に応じ,図

川に示す3椎のタイプが用意されている｡

いずれグ)タイプもユニット化されており,HIDICシリーズ

の標準Ⅰ/O CUBに簡単に実装でき,また電腺も他の制御ユニ

ットと共用できるなど拡張性および経済性に考膚が払われて
いる0 計算機との接続は,計算機の処理性を妨げないこと,

オンラインでの高速転送を必要とすることから,チャネル接

続とLている｡転送速度に関Lては,接続する計算機のチャ

ネルの油性および距離などにより異なるが,通常30kW/sから

故人100kW/sの高速転送が可能である｡CLC-P間のインタフ

エ【スは適用システムの性格+∴ 高速性は要求されるが,そ

れはどの上主距離を必要とせぬため,パラレル伝送方式を抹川

し,データバス,制御信号合わせて図‖=二示す7種の信号線

から構成している｡AおよびBタイプでは特に短距離である

ことから,CLC-PインタフェースをIC結合とし,双方向件

共通バス方式を採用してし､る｡タイプCでは,タイプBに長

距離伝送用アダプタをそう人し,最大500mまで距離を延ばす

ことを'吋能としたもので,構内建屋間をケーブル布設するこ

とも考慮して,耐ノイズ性,耐圧性を確保するため,フォト

カプラを用いた差劫形のトランスミ､ソタ.レシーブを才采用L

ている｡起動方式は,ソフトウェアの処理性を低下させない

よう,いずれの計算機からでも必要なときにだけ転送開始起

動を札1手側に割込み要求できる,いわゆるコンテンション方

J〔を採用している｡きらに,ソフトウェアからみて,CLC-P

を特殊なデ【タ伝送装置として意識させないため,使用する

コマンドおよぴデータの抜いは,一一般人出力装置と同一･の取

扱いができるよう考慮されている｡
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ユニット

+max
ユニット ｡｡｡-+

ユニット ユニット

+m｡X5｡｡m

ユニット

+ タイ70Bに長距離

用アダプタ(RA)を
そう入

図10 CLC-Pへ構成 (a)近距離型(タイプA)同一ユニットに実装(b)中距離型(タイプB)別ユニット

に実装(C)長距離型(タイプC)タイプBに長距離アダプタをそう入

Fig･10 Co=fig=ratio=Of CLC-P

REOUEST l本

READY l本

SEN[)STB l本

ANSB STB l本

DATA(8＋P)y2本

TERM l本

ElO 2本

図II CLC-Pインタフェース上の信号 ソフトウェアの処理性の低

下を防止するため,コンテンション方式のインタフェースとLている｡

Fig.11 CLC-P tnte｢face

4.5 データ交換入出力装置

自動給屯システムの例に見J〕れるように,F別御用計算機と

遠方監視制御装置を組み†ナわせて,1個所の制御所から遠隔

地の多数の設備を集中制御したり,二れらの下位システムを

支店あるいは系統給1富手旨令所が集中制御L,さらに中央給1五

指令所では,大形制御用計算機システムにより系統全体の総

括制御を行なうというハイアラキシステムが増加Lてきてい

る〔,二のような遠方監視制御装置と削御用計算機とを結合し

て,効率のよい監視制御システムを構成する手段として,日

_‾＼工デ【タ‾交換装置(4)がある｡本装置は処三哩装置とデータ交換
人出力装置DXI/0から構成されるが,処理装置としてHIDIC

シリーズ計算機を用いているため,単純な入出力処理,デー

タ交換処理に加え,計算処理などの広範岡な処理安■求も満足

できる｡DXI/0はデータ‾交換装置に特有なハードウェアであ

(a)タイプA(近距離形)

同一ユニットに実装

(b)タイプB(中距離形)

別ユニットに実装

(c)タイプ

(長距離形)

り,次のような特士壬を有する｡

(1)ハMドゥェアで処理要求の発生している回線を選択し,

報告するのでソフトウエアの負削が少ない｡

(2)プログラムで行なうと時間の要するコ【ド変換機能をハ

ードウェア処理Lているため,処理装置の効率を低下させな
しヽ｡

(3)また,遠方制御装置の各回線グ川古間監視を行なっている

ため担1線の障害を検出できる｡

8 結 言

以上,制御川計算機の分野におけるデ肝夕仁ミ送システムの

一般的傾向に触れるとともに,日立製作所のデMタ伝送装置

の代表例についてその特徴を紹介したが,場外デ【タ旭イ三分

野においては,H本宅信電話公社の回線解放により,また構

内システムにおいては,なおいっそう増大するシステムの広

域化,トータル化の要求により,データf云送システムに対す

る繋求はさらに複雑化,多様化するものと考えられる.Jニの

ような傾IhJに対しても,日立データ伝送装置は,その柔軟件,

拡教訓生を生かして,信栢件の出い娘適†云送システムを実現で

きるものと考えている｡終わりに､本柑をまとめるにあたり,

ご指導,ご協力をいただいた関係各位に対L深く感謝する次

節である｡
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